予算要求資料
令和２年度６月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：商業振興費　　

	事業名　新商店街にぎわい回復支援事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　商業・金融課　商業振興係　電話番号：058-272-1111（内3066）
E-mail：c11363@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　補正要求額　 96,000千円（現計予算額： 0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正
要求額
	96,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	96,000

	決定額
	96,000
	96,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・令和２年に発生した新型コロナウイルス感染症拡大防止のために外出自粛
や各種イベント中止が発生し、その影響により商店街への来客が減少した。
・経済活動や地域コミュニティー活動の縮小とともに、誤った情報に基づく風評被害も生じ、感染症終息後の経済活動の回復に影響を及ぼす可能性が生じている。
・減少した商店街のにぎわい回復のため、商店街組織等が実施するにぎわい回復のための事業の経費の一部を補助することにより、商店街のにぎわいを取り戻し、地域の商機能、コミュニティー機能を回復させる。
（２）事業内容
①商店街組織等が商店街のにぎわい回復のために実施するイベント企画・開催、集客プロモーション素材開発・実施の取組みに対して補助する。
②商店街組織等が実施する「新しい生活様式」構築のための取組みに対して補助する。

（３）県負担・補助率の考え方
【補助対象者】商店街振興組合、商店街団体、商工会議所、商工会等
【 補助率等 】①の事業：対象経費の3/4、上限額6,000千円
　　　　　　　②の事業：対象経費の3/4、上限額2,000千円
【 対象経費 】事業実施の費用（報償費、旅費、消耗品費、修繕料、会議費、
印刷製本費、役務費、通信運搬費、広告宣伝費、保険料、委託
料、使用料・賃借料、雑役務費）

（４）類似事業の有無
　　　有（岐阜県商店街活性化支援事業費補助金）
３　事業費の積算内訳
	　　科目
	金額（千円）
	積算内訳

	補助金
	96,000
	報償費、旅費、消耗品費、修繕料、会議費、印刷製本費等

	合　計
	96,000
	


	　決定額の考え方　

財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　　　「清流の国ぎふ」創生総合戦略

　　　　３　地域にあふれる魅力と活力づくり
　　　　　(2)次世代を見据えた産業の振興
　　　　　　③地場産業の活力の強化
（２）国・他県の状況

　　　国　：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（内閣府）
（３）後年度の財政負担
単年度事業として措置予定。
（４）事業主体及びその妥当性
商店街のにぎわい回復を目的としていることから、商店街地域の団体
（商店街組合、商工会議所等）を補助事業者とする。
県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	商店街にぎわい回復支援事業費補助金

	補助事業者（団体）
	商店街組織等
（理由）商店街のにぎわい回復を目的としているため。

	補助事業の概要
	（目的）商店街のにぎわい回復
（内容）商店街組織が実施する①イベント・集客プロモーション事業及び②「新しい生活様式」構築のための事業に対して補助する。

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）

（内容）①対象経費の3/4以内、上限額6,000千円
　　　　②対象経費の3/4以内、上限額2,000千円

	補助効果
	「安全・安心」を確保した上で、商店街の魅力を向上させ、人の往来の増加を促し、街のにぎわいを取り戻す。

	終期の設定
	（理由）


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか
　新型コロナウイルス感染症発生前の人の往来、にぎわいを回復する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
(R1年度末)
	目標

(R2年度末)
	目標(終期：

R4年度末)

	①休日歩行者自転車通行量（中心市街地）＜人／日＞各市の平均
	0
	0
	0


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	R元年度
	R2年度

（要求）

	補助金交付実績
	
	
	
	
	(要求額)

96,000千円

	指標①目標
	
	
	
	
	

	指標①実績
	
	
	
	
	(推計値)


	指標①達成率
	
	
	
	
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

事業主体が補助金だけに頼らず、自立的に事業を続けることができる体制・仕組みづくり


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	商店街は、郊外居住の進展やモータリゼーションの進展、郊外型大型商業施設の増加等により衰退が深刻化しているため、商店街の魅力向上と集客性向上等による商店街活性化の取組みを支援する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

	


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）



